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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第61回

現
在
の
小
児
医
療
の
置
か
れ
た
現
状
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

　
『
市
政
』
２
０
２
０
年
12
月
号
に
お
い
て
「
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
小
児
科
診
療
所
の
経
営
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
下
に
お

け
る
小
児
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ

た
。
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
５
月
に
掛
け
て
、
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
が
休
み
と
な
り
、
子
ど
も
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
に
罹り
か
ん患

す
る
機
会
が
激
減
し
た
こ
と
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど

も
の
感
染
症
対
策（
手
洗
い
の
励
行
な
ど
）が
徹
底
し

た
こ
と
で
子
ど
も
の「
か
ぜ（
普
通
感
冒
）」を
は
じ
め

と
す
る
感
染
症
患
者
が
急
減
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

患
者
減
の
た
め
収
益
が
急
激
に
悪
化
し
、
廃
業
を
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
小
児
科
診
療
所
が
数
多

く
発
生
し
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

２
０
２
３
年
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ「
５
類
」に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
強
く
、
本
稿
を
執
筆
す

る
９
月
５
日
現
在
、
第
９
波
と
も
呼
べ
る
状
況
に
あ

る
が
、
社
会
は
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
現
在

の
小
児
医
療
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
社
会
医
療
法
人
さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

の
小
児
科
救
急
医
療
・
入
院
医
療
を
例
に
現
状
を
紹

介
し
た
い
。

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
小
児
科
救
急 

医
療
・
入
院
医
療
の
現
状

　

さ
い
た
ま
市
は
２
０
０
１
年
５
月
に
旧
浦
和
市
・
旧

大
宮
市
・
旧
与
野
市
の
合
併
に
よ
り
発
足
、
２
０
０
５

年
に
旧
岩
槻
市
が
編
入
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
埼
玉

県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
り
、
２
０
０
３
年
４
月
に
は

政
令
指
定
都
市
と
な
っ
た
。
２
０
２
３
年
９
月
現
在

の
総
人
口
は
１
３
４
万
３
５
０
７
人
、
う
ち
０
〜
３

歳
の
子
ど
も
の
数
は
４
万
１
３
４
２
人
（
総
人
口
の

３
・
０
％
）、
０
〜
12
歳
の
子
ど
も
の
数
が
14
万 

７
１
９
６
人（
総
人
口
の
10
・
９
％
）と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
い
た
ま
市
の
小
児
医
療
の
基
幹
病
院
は
２
次
救

急
医
療
機
関
と
し
て
、さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

〈
３
４
０
床（
う
ち
小
児
科
病
床
45
床
）、
小
児
科
医
14

人（
う
ち
専
攻
医
６
人
）〉、
自
治
医
大
さ
い
た
ま
医
療

セ
ン
タ
ー
、
さ
い
た
ま
市
立
病
院
が
立
地
し
て
い
る
。

さ
ら
に
埼
玉
県
全
体
の
３
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て

県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
が
立
地
し
て
い
る
。

急
増
す
る
子
ど
も
の
入
院
・
救
急
医
療

　

以
前
よ
り
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
の
小
児
医
療
は

充
実
し
て
き
た
が
、
依
然
と
し
て
さ
い
た
ま
市
の
小

児
医
療
機
関
３
病
院
の
入
院
・
救
急
医
療
の
状
況
は

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
を
さ
い
た
ま
市

民
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
診
療
部
長
の
西
本
創
医
師

に
伺
っ
た
。

　

さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
さ
い
た
ま
市

西
区
に
立
地
す
る
病
院
で
あ
る
。
２
０
０
９
年
３
月

よ
り
、
さ
い
た
ま
市
と
地
元
医
師
会（
浦
和
医
師
会
・

大
宮
医
師
会
・
さ
い
た
ま
市
与
野
医
師
会
・
岩
槻
医

師
会
）が
公
設
民
営
方
式
で
病
院
を
運
営
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
開
設
に
当
た
り
大
宮
医
師
会
運
営
の
「
大

宮
医
師
会
市
民
病
院
」お
よ
び「
さ
い
た
ま
市
小
児
救

急
セ
ン
タ
ー
」
が
閉
院
し
、
小
児
救
急
セ
ン
タ
ー
が

そ
れ
ま
で
市
内
で
担
っ
て
い
た
24
時
間
受
け
入
れ
の

第
２
次
小
児
救
急
医
療
を
さ
い
た
ま
市
か
ら
委
託
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
。
さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
は
三
つ
の
小
児
２
次
救
急
病
院
の
中
で
最
も
多

さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
医
療

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授　

伊
関
友
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地域医療再生への道

く
の
救
急
搬
送
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

図
表
１
は
、
さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児

科
の
救
急
車
受
け
入
れ
数（
市
外
も
含
む
）の
推
移
で

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
初
期
ま
ん
延
時
の

２
０
２
０
年
度
は
６
９
５
件
で
あ
っ
た
の
が
、

２
０
２
２
年
度
は
２
４
８
２
件
と
過
去
最
大
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
２
３
年
度

は
２
０
２
２
年
度
を
上
回

る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

図
表
２
は
２
０
１
９
〜

２
０
２
３
年
の
６
月
の
小

児
科
新
入
院
患
者
数
で
あ

る
。
２
０
２
３
年
６
月
の

新
入
院
患
者
数
は
２
３
３

人
で
過
去
最
大
と
な
っ
て

い
る
。
２
０
２
３
年
度
の

小
児
科
新
入
院
患
者
数
は

４
月
１
６
５
人
、
５
月

２
０
５
人
、
６
月
２
３
３

人
、
７
月
２
３
１
人
と
過

去
最
大
を
上
回
っ
て
い
る

と
い
う
。
小
児
科
入
院
患

者
の
受
け
入
れ
急
増
は
他

の
二
つ
の
基
幹
病
院
も
同

じ
で
あ
り
、
受
け
入
れ
限

度
ぎ
り
ぎ
り
の
小
児
科
病

床
の
逼ひ
っ
ぱ
く迫

が
起
き
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

西
本
部
長
の
お
話
で

は
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
加
え
て
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
患
者
が
多
か
っ
た
が
、
今
年
は
い
わ
ゆ
る
普

通
の「
か
ぜ
」の
患
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
た
３
年
間
、
親
や
保

育
園
、
学
校
な
ど
が
、
子
ど
も
に
対
し
て
積
極
的
に

感
染
対
策
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り「
か
ぜ
」な
ど
に
対

し
て
免
疫
を
持
た
な
い
子
ど
も
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

小
児
科
の
非
効
率
性

　

図
表
１
・
２
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
小
児
科
医
療

は
閑
散
期
と
繁
忙
期
の
差
が
大
き
い
。
当
然
、
救
急
・

入
院
へ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
な
ど
は
繁
忙
期
の
上
限
に
対

し
て
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
過
去
に
例
の

な
い
救
急
搬
送
数
と
な
っ
た
２
０
２
２
年
度
で
も
、

さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
の
救
急
応
需

率
は
常
に
90
％
以
上
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
、
閑
散
期
は
、
入
院
・
救
急
外
来
収
益

が
上
が
ら
ず
不
採
算
と
な
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
は
病
床
の
規
模
か
ら

産
科
、
眼
科
、
小
児
外
科
を
持
た
ず
、
小
児
内
科
中

心
の
感
染
症
に
対
し
て
の
入
院
・
救
急
医
療
に
シ
フ

ト
し
た
医
療
に
な
っ
て
い
る
。
収
益
の
安
定
化
の
た

め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
・
レ
ス
パ
イ
ト
・
成
長
ホ
ル

モ
ン
負
荷
試
験
な
ど
の
予
定
入
院
を
増
や
す
努
力
を

し
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
限
界

が
あ
る
。

　

さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
は
市
か
ら
の
委
託

事
業
と
し
て
小
児
救
急
医
療
を
受
託
し
、
財
政
的
な

支
援
を
得
て
い
る
た
め
安
定
し
た
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
一
方
で
受
け
入
れ
て
い
る
救
急
搬

送
数
の
２
割
は
さ
い
た
ま
市
以
外
か
ら
で
あ
り
、
特

に
夜
間
休
日
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患

者
に
そ
の
傾
向
が
強
く
、
埼
玉
県
全
域
か
ら
多
く
の

患
者
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
。
各
自
治
体
が
責
任
を

持
っ
て
地
域
の
小
児
救
急
医
療
体
制
を
計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
。

　

全
国
の
小
児
科
の
救
急
・
入
院
医
療
は
、
地
域
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
児
科
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
４
月
に
は
医
師
の
働
き
方

改
革
に
よ
る
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
始
ま

る
。
わ
が
国
の
子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め

に
、
医
療
現
場
だ
け
に
負
荷
を
か
け
る
の
で
は
な

く
、
行
政
の
支
援
充
実
や
、
親
の
小
児
救
急
医
療
の

適
正
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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図表1　�さいたま市民医療センター�
小児科救急車受入数（市外も含む）

図表2　�さいたま市民医療センター 2019〜
2023年6月の小児科新入院患者数
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